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年度の取組実績を次のとおり報告します。

No

廃棄されてしまう花材を無駄にしないため、

ドライ加工技術の習得や入手経路の確保を行

い、消費者の方々へ定期的にお届けできるよ

う体制を整えてまいります。
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3

目標15（または14）に該当するワークショップの開催

・海岸に無数に散乱している海洋プラスチックごみ。これらが放置され増え続けること

   は、生態系だけでなく人体にも影響を及ぼす可能性がある重大な問題であることを、

   2023年に引き続き発信いたしました。また、海岸清掃で拾い集めたごみを細かく加工

   し、  材料として再利用したハーバリウムボールペンの製作ワークショップを開催いたし

   ました。

海岸にどれほどの海洋プラスチックが存在す

るかは、実際に拾い集めてみなければ実感を

伴った理解が深まらないと考え、誰でも気軽

に参加できる海岸清掃（ビーチクリーン）の

企画を行いたいと考えています。

具体的な取組内容

2025

企業・団体名 SHOP TREE

2026年度の取組予定

1

目標12に該当するワークショップの開催

・エコな液体絵の具「ディンプルカラー」を使用したディンプルアート体験会を企画し、

    廃材活用の大切さなどを発信いたしました。この絵の具の製造過程はSDGsの取り組み

に

    直結しているため、大人の方からお子様まで楽しんでご参加いただけるよう、開催内容

    を工夫し告知を行っています。

新しい制作アイデアを出し合い、一度だけで

なく二度、三度とご来場いただけるよう、さ

らなる企画の考案を進めてまいります。

2

目標12に該当するロスフラワーを使用したワークショップの開催

・年間約10億本もの花が廃棄されている現状を一人でも多くの方に知っていただき、意識

   改革を促すことを目的として、ワークショップを開催いたしました。ロスフラワーをメ

イ

   ンにレジンやキャンドルを組み合わせた制作体験を通じ、フラワーロスの深刻さを発信

し

   ています。


